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機能の概要
説明: 個人の納入先住所をサポート

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ハイタッチ

グローバル

この機能は、該当するソリューションを使用しているすべてのお
客様に対して自動的に有効になりますが、お客様が設定する
必要があります。

この機能は今回のリリースではオプションです。SAP Ariba で
は、2302 第 1 四半期リリースですべてのお客様に対して有効
にする予定です。

• この機能には Guided Buying 機能が必要になります。
• 以下の SAP Ariba Buying パラメータを有効化します。

Application.Procure.AllowAdhocShipToAddress 

• 以下の Guided Buying パラメータを有効化します。
PARAM_ENABLE_MANAGE_PERSONAL_SHIPTO_A

DDRESS。
PARAM_REQUIRED_ADDR_CONTACT_FIELDS を使
用して、必須/任意のフィールドを設定する必要があります。

これまでは、個人の住所や「標準外」納入先住所が使用され
ていた場合、住所が正しいことを検証することができませんで
した。

このため、受け取り情報が不適切なものとなり、住所情報に
基づく税検証でリスクが生じます。

ユーザーは、購入申請経路以外で独自の納入先住所を作成お
よび管理できるようになりました。これは、自宅、クライアントの
オフィス、または一時的な住居で作業を行っている場合に役立
ちます。ユーザーは注文するときにこれらの住所を選択するこ
とができ、サプライヤはこれらの住所に直接納入することになり
ます。

住所を入力すると、Guided Buying によって住所が正しいこと
が検証され、ユーザーが選択できる標準化された住所が表示
されます。

ユーザーは、荷送人、サービスプロバイダ、およびGuided 

Buying の管理者にのみ表示されるように個人の住所を「非公
開」住所として設定することができます。

• 注文書の配送に伴う問題を低減し、管理者とサプライヤに
かかる余分な負担を軽減します。

• 住所が無効な場合、税関連コンプライアンスの負荷を軽減し
ます。

• 購買ソリューションとバックエンドシステムの間の統合エラー
を低減します。

SAP Ariba Buying の Guided Buying 機能
SAP Ariba Buying and Invoicing の Guided Buying 機能
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機能の概要
説明: 個人の納入先住所をサポート

• Guided Buying のユーザープロファイルから住所を直接管理します。 • オートコンプリートにより、入力内容に沿って住所が検証されます (選択した

国で使用可能)。

• 住所を直接入力することもできます。

機能の詳細情報
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機能の概要
説明: 個人の納入先住所をサポート

• クリックすると、ほかの Guided Buying ユーザーに対して住所が非表示にな

り、「非公開住所」という文字のみが表示されます。荷送人、サービスプロ

バイダ、および Guided Buying 管理者のみが住所を参照できます。

• 購入申請および注文書なし請求書で使用できるように住所が保存されます (任

意）。

機能の詳細情報


